
３ 各県の大豆生育概況について（12 月 1 日現在） 

 

生育ステージは「収穫期」～「収穫終了」となっており、収穫作業は平年より

遅れています。  

いくつかの地域において小粒化の傾向が見られており、収量は平年並みから少

ない見込みです。  

 

（12 月１日現在の各県生育概況調査より抜粋）  

 

県  名  

 

 

生育ステージ  

（平年対比）  

 

生育の状況及び問題点  

青森県  収穫終了  

（5日程度遅い）  

 

・刈取最盛期は、11月13日で平年より5日遅か

った。  

・紫斑粒が散見される。  

 

岩手県  

 

収穫期  

（5日程度遅い）  

・収穫作業はほぼ終了している。  

・小粒傾向で、収量は平年より少ない見込み。  

 

 

宮城県  

 

 

収穫期  

（2日程度遅い）  

・10 月下旬に降雨が続いたことから、収穫作業

は平年よりも遅れている。  

・夏期の天候不順により、一部地域では莢数の減

少や小粒化による減収が懸念される。  

 

秋田県  

 

 

 

収穫期  

（11日程度遅い） 

・刈取終期は平年より 11 日遅い 11 月 30 日  

（平年 11 月 19 日）となった。  

・収量は、平年より 1～2 割程度少ない見込み。  

 

山形県  

 

収穫終了  

（5日程度遅い）  

・収穫盛期は、平年より 5 日程度遅い 11 月 4 日

頃であった。  

・百粒重がやや小さい。  

・収量は、平年並みからやや少ない見込み。  

 

福島県  収穫期  

（3日程度遅い）  

・収量は、平年並みから少ない見込み。  

・一部産地では、小粒傾向等品質低下が見られる。 

 

 

 


